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瞭
年
末㍉
クリ
ス
マス
を
聞
に
は
さ
ん
だ
四
日
間
大

学
当
局
に
よ
る
学生
自
冶会
処
分
を
め
ぐ
って
京
大
全

体
が
大
き
く
ゆ
れ
動
い
た。

処
分
が
発
表
さ
れ
たの
は
、
二
学
期
の
終
る
二
十
二

日
(土
)
だ
っ
た
。前
日
の
保
導
会
議
に
よ
って
最
終

的
に
決
め
ら
れ
了
承さ
れ
た
そ
の
内
容
は
新
開
同
学
会

委
員
長
(文四
)
の九
ケ
月
序
学
処
分
を
は
し
め
と
し

て
中
執
全
員
に対
す
る停
学
と
教
養
部
自
治
会
解
散
を

ふ
く
む
七
学
部
単位
自
治
会
に
対
す
る
一ケ
月
～
三
ケ

月
の
活
動
停
止ま
た
は戒
告
、
教
養
部
正
副
委
員
長
の

留一ケ
月
停
学
と
い
うき
わ
め
て
き
び
し
い
も
の
で
あ
っ

わ
れ
た.

学
生側
の
遺
求
は
、
「解
散
」
と
い
う
払外
な
処
分

を出
し
た
教
蚕
鄙
目
治
会
に
最
も
王
眼
を
お
い
て
す
す

め
ら
れた
。
当
初
、
岡
山
に
出
む
い
て
不
食
だ
っ
た
木

村
教養
部
長
は
二
卜
=
日
夜
半
に
な
っ
て
か
ら
出
席
し

た
。
はげ
し
い
遍
氷
の
申
で
、
教
養
謬
の
解
散
は
厚不

備召
の多
い
現
行
自
治
会
規
約
を
改
め
る
こ
と
に
大
き

な
力点
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
った
が
、
そ
の
冨

不
備縦
の理
由
が
全
く
事
実
無
根
で
あ
る
こ
と
が
暴
露

さ
れ
た.
翌
日
ひ
.9す
ぎ
ま
で
遣
求
は
つ
づ
け
ら
れ
た

が
、
河
野健
二教
授
(教
養
部
)
が
学
生
側
と
教
養
部

教
授
と
の話
し
合
い
を
行
な
った
L
で
再
度
教
授
会
を

開
き
、処
分を
再
検
討
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
の
で
、

こ
れ
を
予
承し
た
。
つい
で
、
新
開
君
ら
へ
の
個
人
処

笏
と
同
学会
、
他
学
部
の
組
織
処
分
に
つ
い
て
学
生
側

は
教
育
的見
地
か
ら
の
処
分
な
ど
あ
り
え
ず
、
そ
れ
を

行
な
う
椿
利
はど
こに
も
存
在
し
な
い
こ
と
を
根
底
に

し
つ
つ
、
処分
の不
当
さ
、
不
合
理
さ
を
事
実
に
見
合

わ
せ
て
追求
し
て
い
った
が
、
こ
の
過
程
で
、
事
前
に

学
生
側
か
ら乎
情
聴
取
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
大
き
く

ク
ロ
r
ズ
・ア
ソプ
さ
れ
て
き
た
。
大
学
側
は
、
二
十

五
日
朝
に
い
たり
「事
前
調
査
に
不
備
が
あ
った
の
で

楠
導
会
議
のメ
ン
バ;
が
、
同
学
会
役
員
、
お
よ
び
処

分
対
象
者
な
ら
び
に事
情
聴
取
を
必
要
と
認
め
た
者
か

ら
亭
槽
を
聴取
す
る
」
と
回
答
し
、
一時
的
に
大
き
く

譲
歩
し
た
。
各学
部
自
治
会
に
対
す
る
処
分
も
こ
の
線

に
順
し
て
、再
検
討
が約
さ
れ
た
.

'

す
で
に
事
情
聴取
が行
な
わ
れ
た
学
部
で
、
実
際
に

変
更
が
行
な
われ
た
のは
一般
的
に
考
え
て
も
あ
ま
り

に
法
外
な
教養
部
の
「解
散
」
が
「活
動
停
止
」
に
な

うた
一一例
だ
け
であ
る
が
、
この
事
前
に
学
生
側
か
ら

撃
橘
聴
取
を行
なう
こと
は
目
下
、
学
内
規
定
と
し
て

明
確
に
定め
る動
き
も
あ
り
、
事
前
に
器
し
合
う
こ
と

の
必
翼
性
を
大
学当
局
が
認
識
し
た
も
の
と
し
て
今
後

に
か
な
り
重課
な意
昧
を
も
って
く
る
も
の
と
思
わ
れ

て
い
る
。
ま
た不
十
分
な
ま
ま
に
終
った
が
、
学
生
の

自
治
・大学
の自
治
と
の
関
運
の
中
で
「処
分
」
と
い

う
こ
と
の
本質
的
な
点
で
の
遺
求
が
な
さ
れ
た
こ
と
な

ど
も
注
目
され
た
。

な
お
、岡
学
会
第
二
次
処
分
と
各
学
部
単
位
自
治
会

処
分
は
つぎ
の
と
お
り
で
あ
り
、
教
養
・教
。工
・

法
で
はす
で
に
再
検
討
さ
れ
た
紬
果
で
あ
る
。
▼
同

学
会
・新
開
純
也
(文
四
・委
員
長
)
停
学
九
ケ
月

浦
野正
彦
(文
四
・副
委
員
長
)
、
渥
美
文
夫
(経

四
・籍
記
長
)
停
学
六
ケ
月
丸
一忠
雄
(文
三
。中

執
)茂
田
一義
(教
二
・中
執
)
消
田
祐
一郎
(法

三
・代議
員
会
議
長
)
停
学
三
ケ
月
▼
教
養
部
・活

動
停止
三
ケ
月
阿
部
功
(経
二
・委
員
長
)
目
黒
有

史
(経
一
・副委
員
長
)
停
学
三
ケ
月
▼
工
学
部
・

活
動
停
止
三ケ
月
▼理
学
部
・活
動
停
止
一ケ
月
▼

教
論
学
部
・活
動
序
止
一ケ
月
▼
法
学
部
・活
動
停

止
一ケ
月
▼
文
学
部
・戒
告
▼経
済
学
部
・戒
告

躍
昇
任

工
学

、働
榔

叢

帥)
工
学
部
助
教
授
松
村
睦
豪
(理
学

部
助
手
)
医
字
部
助
教
授
日
笠
績
則

(同
満
鋤
)
同
助
教
授
膿
原
敏
郎
(同

講
剛4
沙
字
部
教
授
甲
務
俊
昌
(同
助

教
投
)
併
任

評
蚊員
桜
田
一郎

ρ丁
学
都教
授
)
同
西
山
巾
三
(農
学

今後に意味残す再検討

部
教
授
)
両
山
岡
亮
一
(経
済
学
部教

授
)
法
学
部
長
評
議
員
中
田
淳
一
(岡

教
授
)
経
済
学
部
長
評
議
員
岡
部
利
良

(同
教
授
)
結
研
教
授
水
井
秀
夫
(医

学
部
教
授
)
教
養
都
助
教
授
柴
田
溜

(
(教
育
学
部
助
教
授
)

採
園

工

学
部
助
教
授
伊
勢
典
夫

転
任

化研

教
授
藤
田
栄
一
(穂
島
大
楽
学
部
教

授
)
工
学
部
教
授
足
Ψ
正
雄
(総
理
府

技
冒
)
大
阪
大
棊
礎
工
学
部
教
授
川
井

直
人
(理
学
部
助
教
授
)

退
職

申

川
有
三
(工
学
部
教
授
)

∂

事前聴取の必要認識
処分撤回闘争に高揚;≡蕪

 

⇔

た
.
亭
前
に
こ
の
処
分
発表
を
知
った
京
大
同
学
会
で

は
、
一一十
}日
夜
半
か
ら抗
議
行
助
を
起
し
二
十
二
日

宋
明
に
総
畏
魯
告
へ
おし
か
け
る
と
と
も
に
本
格
的
な

抗
議
行
動
の
組
織
に
入
った
。

教
獲
部
自
治
会
の
「存続
寛
昌」
、
署
名
運
動
教
養

部
艮
室
前
、
総
長
整
前
で
の
ハン
ス
ト
の
開
始
な
ど
の

中
で
置
ち
に
集
ま
っ
た
学生
約
三百
人
が
正
午
か
ら
抗

議
集
会
を
開
き
、
大
学
本
部
の廊
下
に
座
り
こ
ん
だ
。

補
導
委
員
と
の
「舐
し
合
い」
は
二十
二
日
午
後
肖

時
す
ぎ
か
ら
始
め
ら
れ
、
二
十
五日
早
朝
の打
切
り
ま

で
三回
の
徹
夜
を
含
め
の
へ
六
土
ハ時間
を
費
し
て
行

体
育
会
、
新

体
禽
会
は
+

役
員
を
邑ハ定

二
月
四
日
に

幹
亭会
を
開
き
、
第
十
一期
新
役
員
を

方記
の通
り
決
驚
し
た
。

幹
亭
長
友
沢

好
娩

(ラ
グ
ビ
ー
部
・理
三
)

副幹
亭長

木
村

正
文

(
ヨ
ット
部
・法
三
)

ノ

河
野
市
三郎

(相
撲
部
・農
二
)

ノ

藤
崎

正
俊

(空
手
部
・工
二)

〃

阜
川
照
二郎

(ポー
ト
都
・法
二)
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隔
騨

暴

新
3
度
を
む
か
え
て
回
学
会
は
、近
日
中
に
再
開
さ
れ
る
通
常
国
会
に
大
学
管理
改
定
法
集
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
が
必
至
と
み
て
、
当
面
の
運
動
方針
を

"試
験
ボ
イ
コ
ノ
ト
躍
を
含
む
強硬
な手
段
で
同
法
案
の
廃
案
を
白
ざ
す
こ
と
決
足
した
。文
部
省
記
者
ク
ラ
ブ
の
観
測
に
よ
れ
ぱ
、
大
管
法
は今
月
末
か

来
月
初
旬
提
出
を
目
標
に準
捕
が
進
め
ら
れ
、
す
で
に
法
案
則
刷
の手
続
き
を盗
す
だ
け
の
段
階
に
入
って
い
る
.
こ
の
時
期
は
駁
大
に
お
い
て
学年
宋
試

験
に
当
り
最
も
困
難
な
時
期
に
あ
た
るが
、
情
勢
の
緊
遺
の
た
め
厚訊
験
ボ
イ
コ
ット
4
と
い
つ最
高
の
抵
抗
形
態
も
取
9
ざ
る
を
得
な
い
と
し
て
い
る.

この
た
め
二
十
一日
、
二
十
四
日
の
両日
を
全
学
ス
ト
で
、
さ
ら
に
二
十
四
日
か
ら
三日
間
教
養
部
に
お
いて
致
養
部
学
生
全
員
を
対
象
に
投票
を行
な
い

賛
成
投
票
が
多
か
った
場
合
は
二
十
八日
から
試
験
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
入
る
.

賛
否
投
票
は
21
日
わ
ら

"試

験

ボ
引

ト
同

盟

"を

結

成

去
る十
一日
、
教
養
部
自
治
会
て
は
、

午
後
四時
から
台
耳
初
の
自
治
委
員
会

を開
き、
当
面
の
運
動
力
針
を
決
定
し

た
。常
任
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
も
の

は
、
遮
動
力針
案
の
他
に
①
教
養
部
自

治
会
の処
分
期
間
中
の
組
繊
保
障
と
し

て
三
名
か
ら成
る
闘
争
委
員
会
執
行
部

現在
の自
治
委
員
を
闘
争
委
員
と
す
る

教
養
部闘
争
委
員
会
を
結
成
す
る
②
闘

争委
員
会
の
下
に
鯉試
験
ポ
イ
コ
ソ
ト

同盟
κ
を
設
嚴
す
る
、
旨
の
組
織
間
題

で
こ
の提
案
は
満
場
一致
で
確
認
さ
れ

た
。運

動
力
針
案
は
五
十
九
対
パ
と
い
う

圧
倒
的
多
数
で
採
決
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
骨
子
と
な
る
も
の
は

次
の通
り
で
あ
る
。

一、
二
十
一、
二
十
四
日
の
両
日
に

連
続
ス
ト
を
行
な
う
.

二、
二十
八
日
(期
問
外
試
験
の
開

始
日
)
以
前
に
試
験
が
行
な
わ
れ
る

ク
ラ
ス
に
対
し
て
築
中
的
に
説
得
活

動を
行
な
い
、
各
ク
ラ
ス
単
位
の
試

験
ボ
イ
コ
ント
を
行
な
う
。

,●,
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21
日
に
府
学
連
第

一
波

京
都
府
学
運
で
は
一、
二
月
闘
争
の
ス

ケ
ジ
ュー
ル
を
一月
二
十
一日
に第
一

波
、
二
十
四
日
に
第
二
波
統
一行
動、

以
後
、
京
大
の
試
験
ボ
イ
コ
ソ
ト
闘
争

を中
心
に
情
勢
と
か
ら
み
あ
わ
せ
て
統

一行
動
を
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に

こ
の間
の中
心
課
題
は
昨
難
釆
の
"大

管
法
粉砕
π
と
し
、
同
法
案
が
国
会
に

上
程さ
れ
たな
ら
、
府
掌
連
と
し
て
学

生
を
天盈
に廉
京
に
送
り
東
京
の
澤
動

を
支
援
し
な
がら
国
会
デ
モ
も
行
な
う

方
劃
であ
る
。
な
お
、
二
十
四
日
の
闘

争
は
甫
京
(藁
大教
養
ス
ト
な
ど
)
、

…
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関
西
学
協
単
位
の
全
国
内
規
模
の
闘
争

にな
る
見
込
み
で
あ
る
。

三、
二十
一日
か
ら
二
十
六
日
ま
で

の七
日
間
、
教
養
部
全
掌
生
に
対
し

試験
ボ
イ
コ
ソト
の
賛
合
投
票
を
行

な
い、
賛
成
多
数
の
場
合
は
一月
二

十
八日
か
ら
無
朔
限
ス
ト
ラ
イ
ヰ
の

形
態
で
猷
験
を
ボ
イ
コ
ソ
ト
す
る
.

こ
れは
、
十
一日
の
閣
議
の
内
答
が
明

らか
にな
った
曲
後
に
決
だ
さ
れ
た
も

の
で、
荒
木
文
相
の
強
硬
な
個
人
的
発

善
と
池
田
首
相
ら
の
大
管
法
に
対
す
る

多
少
の葱
見
の
食
い
違
い
は
大
勢
と
し

て
雀り
な
い
と
し
、
一月
下
旬
ま
た
は

二月
上
旬
国
会
提
出
は
現
突
的
に
な
っ

た
と
いう
情
勢
判
断
に
立
つ
も
の
で
あ

る
。六
人
の自
治
委
員
(杜
学
同
レ
フ

ト
派
)
の
対
案
は
、
①
十
七
、
二
十
一

二十
三日
の
連
続
ス
ト
②
二
月
四
～
六

瞭

日
の
試
験
ポ
イ
」
ソト
と
いう
内
答
の

も
の
で
、
こ
れ
に
対し
ては
、
執
行
部

ほ
か
各
派
か
ら
反
論
が出
さ
れ
六
対
五

十
四
で
否
決
さ
れた
.
反
論
は
主
に

「対
案
は
運
動
を
分断
し
、
か
つ非
現

実
的
で
あ
る
」
と
いう
点
を
強
調
し

た
.
結
局
、
敗
れ
た対
案
提
出
者
は
今

後
執
行
部
案
通
り活
動
す
る
こ
と
を
表

明
し
て
、
最
終
的
には
執
行
部
提
案
が

満
場
一致
で
可決
さ
れ
た
形
に
な
っ

た
。
今
度
の
運
動
万針
案
は
、
大
管
法

に
対
し
て
「試
験ボ
ィ
コ
ソト
」
と
い

う
形
態
で
、
学
生自
身
の身
分
を
あ
る

程
度
か
け
て
行
なう
と
いう
最
.働形
態

の
闘
争
方
針
で
ある
た
め
、
闘
争
の成

功
の
た
め
に
は
「満
場
一致
」
が
必
要

最
少
限
の
保
障と
さ
れ
て
添
た
も
の
で

あ
る
.
な
お
7試
験
ボイ
コ
ット
同

盟
訂
は
十
三
日
に
正式
に発
混
し
た
.

一
・
=
一続

一
行

動
低
調
に
経
わ
る

京
大
の
抗
鐵
集
会
は
十
二日
正
午
よ
り

四
十
番
教
努
で
開
か
れ
た
が、
参
加
者

は
百
人
ぐ
ら
い
で
盛
り上
り
の少
な
い

も
の
で
あ
った
。
役
員
各
クラ
ス
の代

表
の
決
憲
表
明
の
後
、
各
学部
毎
に
わ

か
れ
て
闘
争
力
針
を
話
し合
っ
た
。
こ

の昼
同
大
、
前
日
立
命
大
で
も集
会
は

低
調
で
結
局
府
学
連
集
会
は
畢
実上
流

れ
た
形
で
あ
った
.

な
お
、
今
後
の
闘
争
に
関
し
て
は
岡

大
、
立
命
大
共
二
十
四
日
か
ら
試験

そ
の
前
に
は
休
講
が
続く
た
め
もあ

り
闘
争
は
困
難
を
極
め
今
の所
、
虞

大
、
京
大
の
闘
争
を
支
援
す
る
の
が

せ
い
ぜ
い
の
力
量
で
ある
と
学
友
会

で
は
い
って
い
る
。

東
大
教
養
で
も

"試
験
罰
ツμ
"か

㎝

京
大教
養
の
「試
験
ボ
イ
コ
ソ
ト
闘

争
」
に対
し
、
東
大
教
養
自
治
会
に
お

い
て
も
二十
四
B
の
全
国
闘
争
に
む
け

て
スト
ラ
イ
ヰ
、
二
月
十
五
日
か
ら

「試験
ボ
イ
コソ
ト
闘
争
」
を
行
な
う

もよ
う
であ
る
。
同
学
部
で
は
、
現
在

自
治
会
役
員
の
改
選
と
い
う
問
題
が
残

っ
て
いる
が
、
こ
れ
を
今
月
中
に
解
決

し
、
京
大
教
養
に
統
い
て
「試
験
ボ
イ

コ
ソト
」
に
人
る
見
込
み
。
な
お
、
京

都
府
学
連
で
は
す
で
に
二
月
上
旬
に
こ

の
闘
争
支
援
と
国
A募
アモ
の
た
め
大
量

の
学
生
を
上
京
さ
せ
る
力
劃
を
決
疋
し

て
い
る
。

東

京

都
学

連

再

建

へ
動

く

反
マ
ル
学
同
三
派

安
保
闘
争
以
後
実
質
的
に
大衆
組
織
と

し
て
開
店
休
業
の
状
態
にあ
っ
た
更京

都
学
連
(閑
京
都
学
生自
治
会連
合
)

が
十
四
日
暫
建
大
会
を
行
な
う
.
こ
れ

ま
で
都
学
連
は
、
現
「学連
」中
執派

が
召
集
し
た
も
の
と
、
社
掌
同系
自
治

灘
難
羅
關
撒
制

る
。こ

の
都
学
運
再
建
問
題
は
、
昨
年
七

な
お
「全
学
連
」
巾
執
派
(マ
ル
学

月
、
大
管
拡
反
対
闘
争
に
関
す
る
全

同
)
が
こ
れ
に
参
加
す
る
か

と
う
か

国
"共
闘
会
議
南
結
成
の
た
め
の
全

は
ま
た
　
って
い
な
い
り

調腿

議
擁

離

鞭

理
ニ
ボず

に
成
功

の
組
織
付
胎
と
し
て
志
向
さ
れ
てき

教
養
部
で
は
、
大
管
法
闘
争
の
}爆
と

た
も
の
だ
が
、
年
が
あ
け
、
通
常国

し
て
〃試
験
ボ
イ
コ
ソ
ト
π
を
提
起
し

会
に
大
管
法
提
出
必
主
と
い
う
構勢

て
いる
が
、
去
る
十
六
日
、
二
回
生
埋

の
た
め
、
前
出
三
派
が
中
心
に
な
っ
学
部
二
組
で
は
、
教
養
鄙
期
間
外
試
験

て
働
き
か
け
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

のト
ソプ
を
切
って
行
な
わ
れ
た
夷
詰

自然2
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の
試
験
の
完
全
ボ
イ
コ
ット
に
成
功
し

た
。

"学
館

"今
年
も
見

送
り

三
十
八
年度
政
肝
予
算
案
は
昨
L
未
に

決
定
し
た
が、
京
大
関
係
で
は
工
学
部

で
交通
土
木
工
学
科
新
設
と
理
学
部
物

理
学
科
の拡
充
なと
が
ほ
ぼ
確
実
と
な

う
た
。
ま
た、
学
生
部
関
係
で
は
、
来

年度
も
学
生
会
館
は
見
送
り
と
な
った

が
、吉
田
寮
の
移
転
に
よ
る
新
寮
が
建

奥さ
れ
る
こと
に
な
った
。

罫
魏

憂
脚

丁
憲

薪

し
.、

…
、
交
通
L工永
科
が
設

け
'りれ
る
。
定
員
は
四
十
人
。
こ
れ
に

よ
っ
て釆
年
度
の
工
学
部
の
募
集
人
貴

は
八白
三十
五
人
と
な
る
。
ま
た
、
理

学部
物
理
字
科
で
は
三
十
五
人
増
員
す

る。
この
た
め
四
十
仕
度
か
ら
は
八
講

座
瑠
す
こと
に
な
って
い
る
。
な
お
上

禦部
然
料
工
字
科
を
石
油
化
掌
科
と
名

を
変え
、
一講
座
増
す
と
い
う
計
画
は

米
年
度
は
不
可
能
と
な
った
.
な
お
、

これ
に
よ
る
来
鉢度
京
大
の
募
集
人
員

京大
生
活
協
同
組
合
で
は
十
目
欝
籍
対

吉
田
寮
の
移
転
は
決
定

は
二
干
白
七
十
四
人
と
な
る。

凹要
施
簸

藍

か臭
阪
府

,

…
,,.
下
熊
取
町
に建
設
中

の
京
大
原
子
炉
が
正式
に研
究
施
設
と

し
て
認
め
ら
れ
た
は
か
、
数
理
解
析
研

究
所
の
設盤
も
伏
ま
っ
た。
し
かし
農

学
部
の
農
薬
研
究
施
設
は
見
送
り
と
な

った
.

ま
た
、
吉
田
分
校
は
、
正
式
に
「教

養
部
」
と
し
て
制
度
化
さ
れ
る
こ
と
に

な
った
.

二
十

一
日
に
再
開

禰

偏
差
原
因
は
判
明
せ
ず

脇

策
特
別
要
員
足
利
末
男
教
養
鄙
助
教

判
明
で
き
ず
に
終
っ
た
。
ま
た
売
掛金

授
)
を
開
い
た結
果、
昨
年
十
一月
五

の
朱
収
分
の
う
ち
白
力
円
ほ
ど
回
収
し

か
ら
}時
閉
鎖
し
て
い
た
欝
籍
部
を
・一
た
が
残
金
の
回
収
に
今
後
も努
力す
る

下

百
か
毎
開
す
る
こと
に
し
た
。

こ
と
に
な
・た
.
な
お
、
従
業
員
の
配

±

月
以
来、
財
罷

認
霧

書

羅

換
に
つ
い
て
は
、
新
し
く
関
西
学

な
っ
て
き
た
が
、間
屡
と
の照
合
を

院
大
牛
協
か
ら
山
本
一雄
氏
を
員
外
理

一部
に残
す
だ
け
で
、
ほ
ぼ完
了
し

た
た
め
脅度
の決
だ
と
な
った
も
の
申

閥
題
と
な
っ
た
偏差
額
の原
因
は
結
局

本店 東京郁中央区8本嬌通1/9電 話(2川2785
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人
を
除
き
、
他
の職
場
へ移
し
、
六
人

を
補
充
す
る
こ
と
に
な
った
。
な
お
、

吉
田
醤
籍
部は
廃
止
し
、
当
分
は
地
下

蒔
籍
の
み
で営
業
を
す
る
こと
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、営
策
時
聞
を
三
十
分

短
縮
し
三
時半
ま
で
と
し
て
、
毎
日
点

検
業
務
を行
う
こと
に
な
った
。

顯

あなたの財産のマネージ噸一

新
圧
を
む
か
え
た
各

新
圏
は
例
a
の
よ
う

に華
や
か
な
三
十
ペ

ー
ジ
前
後
の
増
刊
月

で
登
場
し
た
。
こ
れ

三
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設
置
、本
決
ま
り

魏
員
鎌
"非

協

力

4を

声

明

京
大
で
は
八
日評
議
会
を
開
い
た
結
果

}昨
年
春
以
釆決
定が
遅
れ
て
い
た
「東

雨
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
ター
」
の
設置
を

正
式
に
決
め
、
同
日
付
け
で
発足
さ
せ

多
数
の
研
究
資
料
が
灰

授
業
に
は
支
障
な
し

十
二
月
二
十
九
日
午
前
三
時
十分
頃
、
京
大
薬
学
部
本
館
付
凪から
出
火
、
木
蓮
、ル
タ
ル
造
り
二
階
建
(一階
十
一

室
、
二階
十
四
室
)
を
全
焼
し
て同
五時
す
ぎ
消
え
た
。
(写
翼
は
焼け
落
ち
た
薬
学
部
本
館
)

府
警
本
部
、
川
端
署
、
市
消
防
局
の合

同
現
場
検
討
は
、
同
日
午
前
九
時半
か

ら
行
な
わ
れ
た
が
、
出
火
場
所は
岡
学

部
指
機
化
掌
第
二
研
究
墜
中
央
鄙実
験

台
付
近
と
断
定
し
、
そ
の
乱く
にあ
っ

た
ガ
ス
コ
ン
ロ
に
よ
る
失
火
以外
に考

え
ら
れ
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
火
珊
に
よ
っ
て
、
各研
窺
室
の

研
究
記
錬
、
樗
鵬
の
約
一力冊
に上

る
亀

な
戯
講
、
標
本
な
ど
』速
ぴ

出
せ
ず
ほ
と
ん
ど
焼
失
し
た
。彊
久

し
た
員
亟
な
梗
本
、
資
科
や図
讐
の

つち
で
も
り
ー
ビ
ノ
ヒ
h鉱
ハ約
ハ

白
点
)
ド
イ
ソ
化
学
公,匹(
八+
上

巻
)
ス
イ
ス
化
学
会品
など
各
閣
の

化
学
、曲の
焼
失
が
惜
し
ま
れ
て
い

る
。
これ
ら
は
い
ず
れ
も
二
十
数
年

前
、
撹
界
中
の
古
本
屋
か
ら
買
い
そ

ろ
え
た
も
の
で
、
初
巻
か
ら
全
部
そ

ろ
い
、
国
囚
で
も
数
少
な
い
璽
肇
な

も
の
で
あ
った
。
ま
た
各
研
究
整
に

あ
った
標
本
、
資
料
は
草
木
皮
か
ら

三
十
余
年
に
わ
た
っ
て
分
析
、
精製

し
た
い
わ
ぱ
研
究
の
"紬
晶
o
が多

く
、
両
ぴ
そ
ろ
え
る
こ
と
は
不
刺能

と
い
わ
れ
る
。

ま
た
、
小
児
麻
ヒ
の
射効
楽ガ
ラ
ン

タ
、ジ
研
究
で
筍
名
な
ト
尾庄
次
郎

教
,双は
過
ム畦
年
間
、植
物
のガ
ラ

ン
父
、、ン
含
月
臆
を
調
べ
たデ
ー
タ

や
ワン
ノ
レ
を
簿
い
た
。
これ
は
等

術
的
に
も
人
さ
な
損
久
と
昼ら
れ
て

い
る
。

鞭
学
部
で
は
、
僧
火
噛後
の午
前
五
時

す
ぎ
か
ら
鰻
急
敦
授
会を
開
い
て対
策

を
協
議
し
た
結
果
①
焼
け
残
っ
た
講
義

実
、習
堅
∫
場
な
ど
を改
遣
し
た
り
、医

学
部
の
教
室
の
}部
を
借
り
て
学
生
の

授
業
を
続
け
る
。
ま
た
、
今
春
卒
業す

る学
生
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
最
大
限

の努
力
を
す
る
②
研
究
竪
を
焼
失
し
た

教
暫
は
医
学
部
の
基
礎
、
臨
床
各
教
蜜

に分
散
し
、
研
究
の
立
て
直
し
を
は
か

る
③各
研
究
寮
ご
と
に
至
急
の
損
害
調

査を
す
る
、
な
ど
を
決
め
、
今
後
大
学

本
部と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
応
急
策
を

は
か
るこ
と
に
な
った
.

医学
部
で
は
二
十
九
日
午
後
の
教
授
会

で、
薬
学
部
に
全
面
的
に
協
力
し
、
で

き
るだ
け
教
室
や
研
究
墜
を
開
放
す
る

こと
を
決
め
た
。

京
大
で
は
戦
後
、
吉
田
寮
・西
部
食
嶺

・
三高
の
学
生
討
論
婆
の
全
焼
など
十

三件
の
火
災
が
発
生
し
て
お
り
、
学内

で
も
目
衛
消
防
団
を
組
織
す
る
など
の

努
刀
を
遊
め
て
き
た
が
、
こ
れ
を
機会

に
鎚
物
・施
設
の
根
本
的
改
壌改
無
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
,
ゾ
さ
れ
て
き
ご
い
る。

現
れ命
以大
の
避
築物
は
馳
二十
馬
ヵ

露
十
平
力
堵
あ
る
か
、
焼
失
し
ん
《学

部
本
館
の
よ
う
に
上
十
41
以⊥
の
へ脅

二
乃
九
千
ヰ
力
耕
、
他
の
2
杓枚
舎
が

一力
九
千
平
力
層
と
、
"ど
朽
墜物
4

は
ほ
ぼ
二
判
を
占
め
て
い
・④。
榮
ケ
部

よ
館
も
明
眉
三
十
四
年
に
崖
て
りれ
た

も
の
で
一
時
は
廃棄
処
分
に
な
り
か
け

た
建物
であ
っ
た
。

　

た
。
こ
の決
定
に
し
た
が
っ
て
、
た
た

ち
にセ
ン
タ
ー
の
体
制
を
同
め
笑
質
的

な活
動
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
東
雨
ア
研
究
セ
ン
ダー
は
、
フ

ォー
ド
財
団
か
ら
の
資金
援
助
(約

一慮
六
干
力
円
)
と
ほ
ぼ
同額
の国

東南ア研

 

圃予
翼
で
、
現
地
調
査
を
含
む
策
南

ア
の総
ムロ的
な
調
査
を
王
な
目
的
と

し
て
いる
が
、
蟹
理
は
、
各
学
鄙、

研
究
所
の
長
と
敦
授
一人
か
ら
な
る

管
埋
会
員
会
が
あ
た
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

な
お
、
研
究
部
門
は
、
人
文
、
社
会
、

自
然
の
各
分
野
に
わ
た
り
、
政
治

経
済
、
社
会
な
ど
の
各
方
面
か
ら
東
南

アジ
ア
の
実
態
を
訥
査
、
研
究
す
る
と

いう
。
当
面
の
対
象
国
は
ビ
ル
マ
と
マ

ラ
ヤ
と
し
て
い
る
。

一力
、
大
学
翫
生
協
誠
会
を
中
心
と

す
る
同
対
策
委
員
会
で
は
、
同
セ
ン

タ
ー
設
置
に
反
対
す
る
運
動
を
展
開

し
て
き
た
が
、
八
日
評
議
会
決
定
が

あ
った
あ
と
、
た
た
ち
に
「フ
ォ
ー

ド
財
団
の
資
金
援
助
に
だ
よ
る
以

上
、
学
問
の
自
由
、
研
究
の
自
主
は

保
討
さ
れ
な
い
」
な
ど
の
理
由
を
あ

ー

ー

ー

ー

蓄
;
、遣
モ毒
き
黍
ー

ー

ー

郵

ー

艶
季
ー

ー

ー

董
萎
ー

ー

護
黍
ま

榊
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機
噛
囎
欝

垂
嚢
垂
董
華
皇
嚢
華
三….;三篭

こ
の
大
海
日
、
ツ
レ
ヅ
レ
な
る
ま
ま
に
、
見
る

と
も
な
し
に
テ
レ
ビ
に
相
対
し
て
い
た
.
ふ
と気

が
つく
と
、
三
波
春
夫
な
る
世
に
も
ケ
ソタ
イ
な

男
性
が
、
"巨
匠
謝
な
る
歌
を
う
た
っ
て
い
る
。

ハテ
大
ゲ
サ
な
、
"王
将
緒
の
向
う
で
も
は
る
気

かな
、
と
思
って
歌
詞
を
聞
く
と
、
ナ
ン
ト
こ
れ

が古
川
英
治
を
ヒ
ー
ロ
ー
と
す
る
流
行
歌
な
の

だ
。
古
今
藁
西
を
問
わ
ず
、
作
豪
に
し

て死
し
こ
流
行
歌
に
う
た
わ
れ
た
大
人

物
を
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
わ
た
し

は
、
驚
嘆
こ
れ
を
久
し
う
し
た
。

つ
つ
い
て
オ
ー
ル
民
放
共
同
制
作
の

鉢
く
,り年
σ
、

灘
に
大
」
を
か
い
て
い
る
。

し
て
い
る
つら
に
、

導

ズ
は、
巨
匠
吉
川
英
76の
死
で
あ
った
わ
け
た
。

一歩
さ
き
を
進
ん
で
り
ー
ド
し
て
い
る
の
で
は
な

い
にし
ても
、
一ル
あ
と
を
つ
い
て
ゆ
く
に
す
ぎ

な
い
にし
ても
、
マス
フミ
は
大
衆
の
人
気
に
敏

感
であ
る
は
ず
だ
。
で
な
け
れ
ば
蝕
の
食
い
あ
げ

に
なる
だ
ろ
う
か
ら
だ
。
し
て
み
る
と
、
吉
川
英

治
は
大衆
に
と
って
真
に
巨
匠
で
あ
った
は
柑
盤

は
あ
るま
い。

な
る
ほ
ど
、
井
上
靖
、
松
本
消
張
、
そ
し
て
源

氏難
太
に
山
手
樹
一郎
、
そ
れ
ぞ
れ
に
大
衆
の
人

気
を博
し
ては
い
る
。
た
が
彼
ら
は
、
大
衆
の
一

喫
.川英
治
謳

綿

"
ゆ
く

坂
本
九
チ
ャ
ン

が
慣

れ
ぬ
司
会

い
ら
ざ
る
同
情
を

カ
メ
フ
が

ス
タ
ジ
オ

を
融

れ
た
と
お
も
う

こ
、
圓
圃
に
あ
り
わ
れ
た
の
は
自

川

央
伯
木
亡
人
と
触
川
夢
戸
ど
。
↓[
川
旋
指
の
本

の
ん
れ
た
蹴
は
ー

.
H
力
と
か

四
目
力
、

,
ち

「
鴇

小
靹
戚
」
は

一
、
四
目
力
、
こ
れ
は
を
国
民

が

「
鴇
ル
氏
威
」
を

晒
ん
た
、
と
い
つ
挺

定
を
許

容
す
る
、
と
い

つ
夢
幽
呂
の
こ

田
冒
だ
。

マ
ノ〈
コ

、、
界
で
の

一
九

ハ
ニ
狂
の
ビ
ソ
"
ス
ト
・
ニ
ュ
ー

部
をと
りえ
ご
い
る
に
∫
ぎ
な
い
の
で
は
な
い

か
。出
版
社
の
仏告
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
死
ん
で

巨
匠
の名
を
あ
た
え
ら
れ
そ
,も
な
い
。
ま
し
て

文
化
勲
章
は
い
た
だ
け
な
い
だ
ろ
う
。

わ
た
し
た
ち
h
、
パ
人
が
、
穴
衆
文
化
研
冤グ

ル
ー
プ
と
い
う
も
っと
も
ら
し
い
名
の
も
と
に
、

「
髪
武
蔵
」
の
分
析
を
こ
こ
ろ
み
～し
て
か

ら
、
も
つ十
ヰ
に
な
る
。
十
年
ず
っと
お
つ
きあ

い
し
て
き
た
わ
け
で
な
く
、
思
い
～し
た
よ
,
に

取
り
く
ん
で
、
四
、
五
回
も
分
軸
報
包
を
公け
に

し
た
ろ
う
か
。
ま
だ
研
究
が
冗
沽
し
た
り
け
では

な
い
が
、
いま
ま
て
の結
論
か
り
みて
も
、
吉
川

英
治
が日
本
の
"大
衆
μ
の
も
っと
も
べ
ー
シ
ソ

ク
なと
こ
ろ
を
つ
かま
え
て
い
る
こ
と
た
け
は
い

え
そ
う
であ
る
。
要
す
る
に
、
英
石盾
写
す
る
と

こ
ろ
の武
蔵
や
消
盛
・義
経
と
も
に
泣
き
、
と
も

に憤
り
、
読
後
教
え
ら
れ
る
と
こ
噌12多
大
な
り
と

感
激
す
る
のが
、
わ
が
日
本
の
大
衆
な
の
た
。

こ
の
一年
は
大
変
な
一年
に
な
り
そ
つだ
。
日

韓
会談
、
石
炭
、
そ
し
て
大
学
管
理
法
、
地
力
選

挙
ーど
れを
と
って
も
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
進

路
に大
き
い意
昧を
も
つ
魚
大
問
題
ば
か
り
。
そ

1●●■㎜ 留II禰釦

し
てま
た
ど
れ
を
と
って
み
て
も
、
真
に

国
民
的
な
規
模
を
か
ち
と
b
な
い
か
ぎ

り
、
勝
利
し
え
な
い
性
質
の
も
の
ば
か

り
。
し
かり
し
こ
つし
て
、
日
本
の
大
衆

は
占川
英
治
を
巨
匠
と
仰
ぐ
大
衆
な
の
だ
.

大
衆
、大
衆
と
ヨ
ソ
ゴ
ト
の
よ
う
に
い
っ
て
は

き
た
が、
わ
た
し
た
ち
いわ
ゆ
る
イ
ン
アリ
の
内

心
を
えぐ
り
出
す
と
き
、
い
わ
ゆ
る
大
衆
的
な
面

を
毛
ほ
ど
も
も
た
ぬ
、
と
大
見
得
を
き
り
う
る
も

のが
は
た
し
て
何
人
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
園覚

に
ぶ
・り当
り
、
こ
の
目
寛
を
か
ま
え
る
と
き
、
は

じ
め
て
国
民
遡
動
の
基
歴
つ
く
り
の
一写
㌍甦
め

づ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
払
川
中
耐は
ま
た
死

ん
て
は
い
な
い
の
で
あ
⇔。

(京
大
人
文
科
研
助
教
授
。政
冶
経
済
史

一 榊榊 撒 騨一 一 照榊 一
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[な
お
・
ζ
i
ド
留

から
は
・
纂

げ
、
設躍
に反
対
の
岡
明
を
だ
し
、

今
後
い
っさ
い同
セ
ン
タ
ー
の
研
究

には
協
力
し
な
い
こ
と
を
申
入
れ
一

搾

}

援助
に
つ
い
て
∬式
な
報
告
は
ま
だ
着

い
て
い
な
い
.

}

こ
の
決
定
によ
っ
て昨
年
者
以
米
〃ひ

も
つ
き
研
究μ
だ
とし
て学
内
で
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
た
環
繭
ア
研
究
セ

ン
ター
も
一応
設藤
さ
れ
る
こ
と
に
な
「

っ
た
が
、
フ
ォー
ド
財
団
か
ら
の
資
金

援
助
と
学
問
の自
由
、
研
究
の
臼
事
恒

と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
、
学
内
で
暫
見

が
対
鹿
し
て
い
る
だけ
に、
今
後
に
閥

題
を
残
す
こ
と
に
な
り
そう
だ
。

=
==

拳
と
し
て
採
用
し
甫
籍
担
当
とし
、
主

任
を
組
織
鄙
の
雨
憲
治
氏
をあ
て
る
こ

と
に
し
た
。
こ
の
ほ
か
、十
四人
中
二

法
・経
・教
の
三

学
部
長
か
わ
る

法
・経
。教
の
三学
部
で
は
任
期
満
了

に
伴
な
い
弓部
長
の
交
代
が
行
わ
れ
、

赫学
部畏
には
そ
れ
ぞ
れ
、
中
田
淳

一、岡
部
利
艮、
哩
松
俊
明
の
各
教
授
一

が任
命
さ
れ
た
。
な
お
・
新
叢

畏
空

略
歴は
伏の
趙
り
で
あ
る
。

中
田淳
一法
学
部
長

昭
和
右
億
尿都
帝
大
法
西、部
埜
、
同
一

講
鱒
驚
鱒
齪

鹸
監
顯
蕪
蛎
駅
踏

二
十
九
a
七
月
泓
守
博
つ
と
な
る
。
}

五
+
血
才

岡郡
利
良
経
済
学
部
長

昭
和
七
年
し
月
駅都
帝
大
経
瘡
学
部
「 教

倉
学
部
勘
設
と
同時
に
教責
学
部
教

授
と
な
り
現
在
に
壷
る
。
五十
八
歳
。

重
松
俊
明
教
育
単
部
長
昭
和
五
年

三
月
承
都
帝
大
文
学
部哲
学
科
卒
、
八

年
同
講
師
、
二
十
一年岡
助
教
授
に
昇

進
、
入
文
科
学研
究
所
勤
務
と
な
る
。

二
十
四
阜
四月
教
授
、
二十
八
年
一月

ら
を手
にし
て
ま
ず
目
に
つ
い
た
の
は

倒
の
「人
づ
く
り
・国
づ
く
り
」
で
あ

っ
た
。し
か
も
、
こ
れ
ま
て
は
必
ら
ず

顔
を出
し
た
「戦
後
…
:
」
と
い
う
言

葉
が
ど
こか
へ飛
び
去
った
か
の
よ
う

で
あ
る。
そ
し
て
「新
産
業
体
制
」
と

呼
ばれ
る
経
済
情
勢
の
転
換
に
裏
う
ち

さ
れ
て
「人
づ
く
り
・国
つ
く
り
」
が

前
圓
に躍
り
出
た
の
で
あ
った
▼
今
年

は
政
治的
に
も
経
済
的
に
も
多
難
の
年

であ
る
と
い
わ
れ
る
。
確
か
に
、
石
炭

問
題
、
日
韓
会
談
、
大
管
法
と
い
う
大

き
な問
題
を
か
か
え
て
い
る
。
「池
田

内
閣
の
政
治
生
命
が
か
け
ら
れ
て
い

る」
と
い
う
表
題
の
つ
く
問
題
ゴ
ロ
ゴ

ロし
て
い
る
の
だ
。
だ
が
、
そ
れ
が
単

に
}般
的
な
個
々
の
も
の
と
し
て
切
り

艇
せな
い
と
こ
ろ
に
、
僕
ら
の
視
点
は

据
えら
れ
る
の
て
あ
る
▼
「戦
後
」

と
いう
表
現
、
「戦
後
状
況
」
と
い
う

一門葉
が隙
を
潜
め
て
、
か
わ
り
化
何
が

へ曙現
われ
て
き
た
か
。
憲
し固
順
が
酔
耳

一来
僕
ら
の前
に
径
物
の
よ
つに
の
し
か

」か
り
つ
つあ
る
の
は
何
を
皆
翠
と
し
て

一い
るの
か
。
こ
う
考
え
て
く
る
と
、
な

る
ほど
池
田
首
相
が
「ウ
ィ
ソ
ヨ
ン
を

持
った
政
俗
家
」
(剰
日
)
と
い
わ
れ

る
のも
一部
分
は
う
な
つ
け
る
の
て
あ

る
▼驚

實

の
親
ヨ
が
ウ
・
シ
}

ヨン
を
持
つ
時
、
郁
姿
勢
か
品
姿
勢
か

と
いう
論
議
は
畿
繭
て
あ
ろ
う
。
厚姿

勢
σ
は
定
ま
って
い
る
の
て
あ
り、
一

一定
男

同
露

・て
歯
皐
挿
し
て
い

灘

よ
い
の
で
零

フ
・
ジ
ョ

ン
」
は
池
田
さ
ん
が
創
っ
た
の
で
は
な

く
、
日
本
資
本
主
義
の
体
制
が
創
り
出

し
た
も
の
だ
▼
「謄
史
意
識
」
と
い
⊃

苫葉
が
あ
る
。
琳
史
に
生
き
る
悟
と
し

て
、
歴
史
の
必
厭、性
を
通
碓
に把
え、

自
己
の
存
在
と
の
関
連
て
自
ら
を
ど
の

よ
う
に
把
え
る
か
と
い
う
戸
にま
で掘

り
下
げ
た
時
、
こ
れ
は
生
き
た
口葉
と
.

な
る
。
今
、
こ
の
「騨
史
意識
」
を
い

う
時
、
戦
彼
更
の
鞠換
と
い
,
こと
を

発
見
す
る
こ
と
が
大
き
な
沢
イン
ト
と

な
る
の
て
は
な
い
た
う
つ
か
。

卒
・
そ
の
牢

二
茜

月
か
リ
ニ
七
　

銑
十
月
ま
で
同
大
字
恢
で
研
男
、
二
一

+
・耳
↑
景

姦

溢
学
瀬

肋
喧

・口に
就
任
、
羊

三
洗

月
同
齢

㎜
ロ

同
年
+
二
月
同
助
教
授
、
ご
ー
ヒ
至

+
月
弩

に
誕

し
鍵

霧

、
」

十
b
耳
経
溢
字
椰
教
授
と
な
り
現
什
一

に
翫る
。
具
鹿
県
出
身
、
κ
十
八
才
一

東
京
都
新
宿
区
矢
来
町
。
振
君
東
京
八
〇
八
番

太
陽
の讃
歌

カ
ミ
ユ
の
手
帳
①

高

畠

正

明
訳

太陽
の
白
い
光、
き
ら
め
く毎
の
匂
い

砂
湊
の
鰻
慈
悲ー
⊥
刀ミ
ユの
思
想
は

自
然
と
の
ズ
感か
ら
生
ま
れた
。
清
斬

な
感
件
と
生
の躍
勤
感
が
脈打
ち
、
カ

ミ
ユ
叉学
の
秘癖
を
明
か
す青
容
ノ
8

ト
。

好
評発
売
中
・
価
ヨ=胴O
周

ま
だ
ま
だ
夜
だ

今

日
出
海
著

敗戦
膚
箭
、
紙
の統
制
会
社
に動
め
る

三鬼
幹
夫
は
、ふ
と
し
た
事か
ら
財
を

成
し
た
。
そ
して
敗
戦
…
・g◎
蔓
碗
の

女
金
輿
し
、
便員
将
軍
㌔
ヤク
ザ
達
が

入
り
乱
れ
る
敗戦
日
本
の
姿が
描
か
れ

る
。

好
評発
売
中
4価
三九
〇
需

●
ポ
ケ

ッ
ト

・
ラ
イ
フ
ラ
弓

わ
る
い
や
つ
ら

松
本

清
張
著

冷
た
い
メ
ス
の
昌、
鼻
を
フく
薬
品
の

匂
い
。
厚
い病
院
の
壁
の
申
でひ
と
り

鋭
い
キ
バ
を
働く
院
長
戸
谷の
恐る
べ

き
秘
密
…
…δ
冷
酷
無
残
な
現代
人
の

悪
の
ド
ラ
マ
を描
い
た
長
嫌
ミス
テ
リ

ー
。

好
評発
売
中
・価
冒=
O
円

　
ボ
ケ

ワ
ト

　
ラ
イ
フ
ラ
リ

巣

の

絵

水

上

勉

著
毒
殺
さ
れ
た画
家
の
地
下
ア
トリ
エ
に

残
さ
れ
た
奇
妙な
単
の
絵
と
千円
札
の

讃
。
千
葉
県
下で
起
き
た
惨殺
死
体
に

淳
鎖
す
る
黒
い影
を
追
って
、嬉
箔太

蕗
が
護
国
一ザ
繁地
に
見
た
陰
繰と
は
需

か
?
・・…
好
評灘
売
中
・価
二
四〇
円

　
ポケ
ット
ニ
そ

フラ
リ

崩
壊
の
夜

笹

沢

左
保
著

曲
殺
叱
体
で
発見
ごれ
た
製
饗
署
女

子
貰
伝
課
〒

彼
女
の
持
って
い
定

奇
妙
な
一枚
の名
刺
が
も
たら
す
波
紋

を
、
激
烈
な
闘争
を
展
開
する
現
偶
0

花
形
企
業
広
告業
界
を
皆蟻
に
描
く
叢

理
長
編
。
好
評発
売
申
・
価
二四
〇
四

風
神
の
門

司
馬
遼
太
郎
著

1

騨
霧
畿

活
躍
を
、
彼
を魅
惑
す
る
三
人の
立
巖

を
配
し
て
描
いた
評
判
の
長
編時
爾
も

説
週

好
評発
売
申
。価
輯昌(
◎
噂

鴫
門
太
平
記
三)

,

富
田

常
雄
著

凌
辱
さ
れ
て
命
を絶
た
れ
た
母と
、
愚

の
復
讐
に
淫
獣と
化
じ
た
父
をも
っ
樹

命
の
怪
禦
朱
長八
郎
・・三
・。
鳴門
の
渦

潮
深
く
隠
さ
れ
た酵
の
秘
宝
を
めぐ
9

て
『
剣
と
欲
慨
がさ
か
ま
く
評判
の
脅

代
長
編
。
好
評
発
売
申
・価
二
穴O
欄

国
語
国
字
の
発展
と
変
続
を
、歴
更
的

に
解
閉
す
る
/

仔漢
字
の
伝来
と
便

名の
発
生
"
の
時代
か
ら
今
日に
至
る

塗
ド
ー
国
語国
芋論
畿
の
す
べて
を

客
観
的
に
整
理
した
注
目
の
書下
ろ
し

労作
。

好
評
発
売中
・価
五
〇〇
巴

げ

國
語
闇
題
論
争
史

福
田

憧

存
著

ぼ
く舅
のための広
婁

ノ
量
マ
ン
・メ
イ
ラ
ー

幽

西

英

一訳

戦
争
、
政
冶
、
セ
ック
ス
を
三
つの
顧

に発
腰
し
て
ゆ
く
厳し
い
自
己
形厩
o・

傍若
無
人
、
す
さま
じ
い
ま
で
の
親偶

文
明
批
判
1ー
"ヒ
ップ
ス
タ
ー
"の

倫理
の
欝
、
と
燕狂
的
共
感
を樂
める

一巻
。
好
評
発
売申
・価
各
四
灘O
偲

日
本
文
学
全
集

(第
囚
+
七回
)

名
作
集
萌
治
篇

^
解
説
V
伊
藤

整
新
し
い
時
代
の
黎明
と
と
も
に
興り
薗

目
本
又学
史
上
に
不滅
の
定
跡
を
しる

し
た明
治
の
珠
士
翫十
八
編
ー
新
欝
、

な
現
代
辟
貰
C
醒
んだ
璽
盟な
一巻。

高山
樗
牛
、
伊
藤ゐ
f
六
、
鈴
木
三重

吉他
。

好
評発
売
申
・価
二
九〇
的

世
界
文
学
全
集

(第
三
+
三回
)

▲
全
三
冊V

静

か
な
ド

ン
(一)

シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ

原
卓
也
訳

壮
烈
な
革
凸
戦
、階
級
的
相
剋
-
広

大
な
ド
ン
可
畔
を
囲に
染
め
た
ロ
シア

革翁
の
実
判
と
、戦
火
の
中
に
登
きる

コサ
ノク
農
、氏の琶
馳な
姿
を
、
最も

リア
ル
に
L
及
し
た再,担
紀
最
昌の
革

命
文
学
。
好
騨
発
売申
・価
二
九〇
四

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
全
集
(第
+
一詞
)

リ

ア

王

幅

田

慨

存
沢

'

一.人
の
娘
へ
の
領土
か
配
の
瞭
、来
堕

の
輿
鳴
を
誤
解
した
老
丁
リ
ア
を製
う

恐価
と
賊
脈
ー
牌
飾
を
排
して
人
間

の
根
本
暫
と
取
り
麹み
、
善
に対
つ
る

鱈の
π
勝
を
副的
に
樹
成
し
た壮
大
な

悲
劇
。

好
評発
売
申
・価
三五
〇
円

25
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第
二
国
理
工
系
ゼ
ミ
ナー
ル
は
十
二
月
十
四
日
の
全
体
会
議
存
皮切

り
に
十
五
・十
六
日
は
分
科
会
、十
七
日
は
全
体
会
綴
と
四
日
間
に
わ

た
って
、
奈
良
女
子
大
学
で
開
か
れ
た。
診
加
し
た
の
は
閑
大
、
廉
工

大
、
塵
教
大
、
電
通
大
、
早
大
、
阪
大、
名
大
、
奈
良
女
大
、
以
大
な

ど
二十
七
校
約
百
二
十
人
で
あ
う
た
.

第
一回
大
会
に
ひ
き
つ
づ
き
ゼ
ミは
隈
工
大
學
務
周
派
の
躍主
体性

論
4
と全
物
協
の
β組
繊
諭
曜
の
視
点
の
か
みあ
わ
な
い討
論
の
ま
ま

大
阪府
大
、
東
大
技
問
研
ら
の
恰
頭
で
ます
ま
す
混
乱
を
探
く
し
た
よ

う
で、
ゼ
ミ
の
性
格
を
再
澹
す
る
こ
と
か
ら
やり
なお
さ
な
け
れ
ば
救

い
よ
う
の
ない
泥
沼
化
は
必
至
と
み
う
け
ら
れ
た
。

科
学
技
術
者
の
運
動

コ

三
十
六
年
五月
に
名大

経
過

「科
学
と
力法
研
究
会
」

E

の
呼
び
か
け
で開
かれ
た

名
古
麗
ゼ
ミ
が
そ
の
端緒
であ
った
。

そ
れ
ま
で
に
安
保
圃
争後
の日
本
の
政

治
・経
済
状
勢
は
産
業
栂造
の高
度
化

達
威
の
た
め
に
目
ま
ぐ
る
し
い展
開
を

見
、
騙
教
、
五
年
制
高
専
の
設置
、
科

学
技
術
墓
嵐
法
、
科
学
、技
術
振
興
十

年
計
画
な
ど
の
実
価、
吹
きま
く
る
合

理
化
の
嵐
、
そ
れ
に
米、
ソ
の核
契
験

と
様
々
な
問
題
が
我
々
の
伺前
に
あ
っ

た
.
こ
れ
に
対
し
て
そ
れ
ま
で
に存
在

し
た
理
工
科
系
学
生
の組
織
が何
ら
対

応
し
得
な
い
状
態
で
、
ま
た
「民
科
」

の崩
壊
以
後
、
現
実
に
は
科学
、
技
術

者
運
勤
は
一つ
と
し
て
組
織化
さ
れ
な

い
ま
ま
で
あ
,た
。
従
っ
て
将来
糾
学

技
術
省
と
し
で
科
掌
、
技術
を通
じ
て

のみ
生
圏
に
関
与
し
得
る
環
工系
学
生

の浅
磁
の
目
的
慰
誠
を
持
,
た運
動
の

形
成
が
要
求
さ
れ
た
の
であ
る
。

ま
ず
、
名
古
屋
ゼ
ミ
に
お
い
て
は

「科
学
は
無
媒
介
的
に
そ
れ自
体
と
し

て
発
展
す
る
の
で
あ
り
、科
学
の発
展

は
す
べ
か
ら
く
薔
で
あ
る
」
とす
る
ブ

ル
ジ
ョア
科
学
諭
の
否
定
に出
発
し
、

「科
学
、
技
術
は
資
本
の
勤
き
の科
学

的
掴
握
に
よ
る
分
析
を
通じ
て、
そ
れ

に具
体
的
に
あ
ら
わ
れ
る
全
体
の理
論

構
造
を
あ
き
ら
か
に
し
ょ
う」
とし
て

そ
の
第
「歩
を
「科
学
・技
術
の
本質

的
解
明
」
即
ち
「技
術
論
」
の問
題
が

提
出
さ
れ
た
.

そ
の
微
、
三
十
六
年
十
一月
に
戻工
大

に
お
い
て
第
一回
全
日
太碑
工系
掌
生

ゼ
ミ
が
開
旗
れ
た
が
、
こ
こ
にお
いて

学
生
遡
蚊
㊨
対
立
が
理
論
闘
争
の
形

で
あ
る
い
は
畢
務
局
を
握
る
緊工
大
マ

とのも

とのも

唱

唱

を

を

「訣 別 」

「越 境 」

 

ル
学
同
系
学
生
の
小
児
病的
なセ
ク
ト

的
運
営
の
形
で
綬
面
化
し
た.
創
立
大

会
に
お
い
て
は
東
工
大
・早
大
の
マル

岡
派
対
、
慶
教
大
、
梨
丈
、京
大
等
の

「全
物
協
」
(全
日
本物
理
科
学
岱
協

譲

議
会
)
と
の
対
y
が見
られ
、そ
の
彼
州と
を
広
.醐
砿
尉材
そ解
閉
す
る
甲
か
ら

も
機
関
紙
「創
造
」
(醍
工大
華
務
局

全
国
の
盾
勤
家
を
結
傑
し
て
、
そ
の

発
行
」

「全
物
協
」
にお
い
て
両
者

組
織
的
な
考祭
から
導
き
吊
し
て
ゆ
く

の
論
争
は
続
け
ら
れ
た
.し
か
も
、
こ

こ
と
、
さ
ら
に
それ
を
目
治
会
を
遠
じ

の
対
立
は
具
体
的
な
ゼ
ミ運
動
論
を
全

て
の
学
生
磁動
の実
践
の
中
で
、
ど
う

く
欠
い
た
マ
ル
岡
派
の、
彼
等
の
命
綱

生
か
し
てゆ
く
か、
あ
る
い
は
、
新
し

で
あ
る
黒
寛
哲
学
に器
り
か
か
った
一
い
科
学
頑
動
を城

目々
身
の
手
で
ど
う

方
的
な
瑚
論
箪
伝
と
霜り
か
かる
飛
礎

撚
購
熊

目
立

「
ー
ー
ヨ

は
全
体会
議
で
あ
っ

蔭

団
て
、
霧
局
から
の
提

案
と
粥
大、
粛
教
大
、

お
茶
水
大
、
電
通
大
、全
物
協
運
名
に

よ
る
提
案
が
な
さ
れ
、
討
齢
が行
な
わ

れ
た
。
嶺
務
局
提
案
は
、第
一回大
会

の
「限
界
を
指
摘
」
し
て
い
ると
い
う

が
本
質
的
に
は
何
ら
変
り
が
ない
.

即
ち
「実
践
的
理
齢
の
創
掩は
聞
階
に

ま
た
冥
践
的
主
体
の
形
成
と
し
て行
な

わ
な
け
れ
は
な
ら
ず
、
そ
れ
は
y場
の

実
践
性
を
ぬ
き
に
し
て
は
考
え
られ
な

い
。
我
々
の
社
会
酌
規
定
性
を
のり
こ

え
る
よ
う
な
闘
い
と
し
て
展
開さ
れ
ね

ば
な
ら
い
」
と
い
う
も
の
であ
る。
こ

れ
に
対
す
る
対
果
は
「現
在
の日
本の

構
勢
の
一つ
の
焦
煎
を
さ
え
形づ
く
っ

て
い
る
科
学
・技
術
の
諸
問題
に如
何

に
有
効
に
対
処
し
得
る
の
かと
いう
こ

輔
3琴
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漏
を
麻

と
し
λ嵩

の
遽

は
、
全

国
の躍
工
学
滞

に
科
学
技
術
問
題
追
求

のづ
ー
ク
ル
を
作
る
こ
と
、
サ
ー
ク
ル

と学
笙
大
衆
の
結
合
、
地
力
ゼ
ミ
の
確

y、
全
国
ゼ
ミ
規
幻
の
堪
彌
で
あ
る
と

捉起
さ
れ
た
。

ま
た
、
既
に
決
足
し
て
い
た
上
つ
の

分
科会
に
加
え
て
大
管
法
問
題
の
分
科

会
が庚
大
(技
問
研
)
か
ら
提
案
さ
れ

た
。
こ
の捷
代
表
者
会
議
が
あ
り
、
加

照問
題
、
大
管
法
分
科
ムムの
鍛
置
、
結

}成
ア
ソピ
ー
ル
卓
案
及
び
規
約
起
単
委

員
会
の
委員
決
定
が
行
わ
れ
た
。

収
穫
の
な
い
分
科
会

コ

目
は
六
つ
の
分

第
一
一゚
冒
禰日

科
会
①
コ半
和

r

L

の
た
め
の
科

学
」
と
は
何
か
②戦
後
技
術
論
論
争
と

労
働
運動
③科
学
省
・技
術
者
の
発
生

④
科
学弦
術
教
育
政
策
⑤
合
理
化
と
科

学
技
術者
⑥大
管
法
固
題
に
分
け
て
討

論
を行
った
。

似
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
単
務
局
脈
は
躍
傭
爪
足
て
ま
と

も
な酎
論
に
は
な
ら
ず
、
た
だ
「大
管

法
闘
頓
にお
いて
獲
得
さ
れ
る
も
の
は

何
か
」
と
い
った
先
走
った
漉
論
を
や

本
主
義
段階
に
おけ
る
科
学
轡
、
技
術

者
と
は
何
か
を問
題
に
し
て
い
る
。
複

　　　
し
た
　
　　
ム
　
　　
を
へお
し

編
轟
簾
撰
豹
墾

る
こ
と
は
で
き
な
い.
し
か
し
、
大
学

・申
炎研
究
所
な
ど
の
高
級
技
術
者
に

鑓
賑
叢
薦
聡
}

掬楠糞

錘

ず」濤
」一

分科
会
にお
いて
、
事
務
局
派
〃科
字

者
.斌
都会
議
躍
"
バグ
ウ
オ
ノ
シ
ュ会

藏
白
な
ど
の素
朴
ヒ
山ー
マ
ニ
ズ
ム
か

ら
の
科
学者
の平
和
痩
動
の
限
界
を
指

摘
し
た
こ
とは
いい
が
、
そ
れ
を
克
服

す
る
も
の
と
して
一足
と
び
に
、
を
学

逗
の行
な
っ
てき
た
"主
体
の
題
革
さ

れ
た
も
の
に
よる
π
反
戦
闘
争
、
米
ソ

核
笑
験
反
対
闘争
の
み
が
、
有
朗
で
あ

る
と
し
て
こ
こ
にも
マル
掌
同
一流
の

〃科
学
・技
術者
のプ
ロ
レ
4
リ
ア
慧

識
へ
の
変
革
謝論
がと
び
だ
し
そ
れ
に

対
し
て
大
阪府
大は
平
和
共
存
論
を
軸

と
す
る
科
学
・技
術
者
独
自
の
平
和
運

動
の
有
効
性
を切
女と
と
く
な
ど
、
全

灘
灘錘

つ
視
点
の
相
違

対
立
は
ま
す
ま
す
深
ま

準
備
し
て
ゆ
く
か
、
そ
のた
め
に
理
工

系
ゼ
ミ
が
何
を
な
し得
る
か
を
追
求
す

る
」
と
い
う
も
の
で
、更
に、
東
大
か

ら
は
ゼ
ミ
の
性
桝規
足を
明
ら
か
に
す

一る
必
嬰
が
あ
る
と
し
て
「科
学、
技
術

と
生
雇
力
を
め
ぐ
る
理
齢
的、
笑
践
的

混
迷
を
我
々
自
身
が
打破
っ
て
いく
論

に
、
理
工
系
ゼ
ミ
を
組
織的
保
階
と
し

て
理
論
的
遺
求
を
、
更
に我
々
の任
務

は
理
論
斗
争
に
絡
るも
の
で
は
なく
、

又
現
在
の
政
治
状
勢
を
め
ぐ
る
学
生運

動
の
一股
的
課
題
に
解
消さ
れ
るも
の

で
は
な
い
.
学
生
巡
動
の
一環
とし
て

ゼ
ミ
迦
動
の
大
衆
的
展
開
を
はか
ら
な

[け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
べ
、
紙
織間

嘘
",
■

O
:
:=
噂一■一3
一一一一

==
冒

:
一

〇:

O

二
・三
の
分
科会
を
の
ぞ
いて
み
る
と

ど
こ
で
も
同
じ
よ
う
な議
論
を
や
って

い
る
の
に
驚
か
さ
れ
る。
こ
れ
では
分

科
会
を
設
け
た
意
昧
があ
ま
り
な
いの

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
例
え
は大
管

法
問
題
の
分
群
会
で
は
閑
大
工掌
耶
目

治
会
が
レ
ポ
ータ
ー
と
な
っ
て、
政
治

的
鷲
景
の
分
析
を
や
り
大
掌
留理
の技

術
と
し
て
は
「大
管
法
が
学
囚
の権
力

者
を
冨
僚
貴
族
と
し
て
、
学
囚ピ
ラ
ミ

ッド
に
よ
る
囚
的
支
配
であ
り
、戦
前

の
大
学
と
榴
力
と
の
闘
争
の
ア
ナ
ロジ

ー
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
も
の
で
、現

在
の
労
働
運
動
内
の
王
体
的
状
況
と
そ

れ
への
権
力
に
よ
る
攻
撃
技
術
と
に
類

る
か
、
東
大
理
学
部
目
治
会
から
出
さ

れ
た
運
動
論
「科
学
者
、
技
術者
が対

権
力
省
と
し
て
存
在
で
き
る
フ
ィー
ル

ド
を
作
る
」
に
対
し
て
刃科
掌技
術

至
上
主
義
"
へ
の
下
落
の
一歩
だ
とケ

チ
を
つ
け
る
に
終
っ
た
。

科
学
技
術
省
の
発
生
分
科
会
に
お
い

て
は
、
技
術
省
と
労
働
者
の
対
立
は現

実
に
新
日
窒
素
水
俣
工
場
に
お
い
て第

一組
台
、
第
二
組
合
の
形
で
表
わ
れ
て

いる
.
こ
の
よ
う
な
現
笑
を
い
か
に
変

革
す
る
か
と
い
う
問
題
が
出
さ
れ
、
こ

れ
に対
し
て
全
物
協
は
「そ
れ
は
今
後

一の課
題
で
あ
って
、
ま
ず
国
家
独
占
資

一

:
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あ
い
ま
い
さ
を
い
か
に
し
て
克
服し
反

帝
闘
争
に
肴
効
に
結
び
つ
け
る
の
か
と

いう
視
京
で
科
学
・技
術
者
の
運動
も

論
じ
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
であ
ろ

う
.
こ
の
点
に
閥
し
て
明
確
な
理
胎
を

う
ち
た
てる
こ
と
こ
そ
瑠
工
系
ゼ
ミ
の

主
眼
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
全
物
協
も

含
め
て
、
各
潮
流
参
加
省
の
視
点
の
違

い
がは
な
は
だ
U
い
よ
う
に
思
わ
れ

た
。

最終
日
の十
七
日
は
全
体
会
議
で
、
各

分
科会
か
ら
のレ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、
第

四
分
科会
の報
告
内
容
が
一方
的
だ
と

し
て
も
め
る
一幕
も
あ
った
。
ア
ソ
ビ

ー
ル
の撫
択
が
続
い
て
行
わ
れ
、
事
務

曹:
=
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〇一

,
卿昌

局
草
案
と
輿
大案
の
二っ
が
採
択
さ

れ
、
三
十
一対
二十
八
で學
務
局
案
が

通
った
。

今
大
会
を
通
して
「躍
工
ゼ
ミ
は
、
で

き
あ
い
の
理
論
の説
教
場
で
も
単
な
る

オ
ル
グ
の
ネ
タ
でも
なく
、
ま
た
学
術

団
体
よ
ろ
し
く
ペダ
ン
テ
ィ
ソク
な
運

論
の
こ
ね
あ
げ
をす
る
と
こ
ろ
で
も
な

い
と
い
う
こ
と
、理
工系
学
生
の
組
直

な
問
題
意
識
を集
中
す
る
こ
と
に
こ
そ

わ
れ
わ
れ
の
組
織的
基
礎
が
保
障
さ
れ

る
」
(創
造
2
)
と
いう
畢
務
局
派
の

結
成
大
会
の
反
省
も全
く
実
を
粘
ぱ
ず

に
終
った
。

あなたの
《らしのなかに

¶・・o鵬8畠も薦轟嚇8
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相
変
お
ら
ず
の
混
沌

ま
で
の
論
鵠
を
如
り返

コ
今
大
会

う
て
み
て
「現
笑
に現

F

」

象
を
通
し
て
本
質
的段

階
に
至
る
と
い
つ論
埋
の
一股
的パ
タ

ー
ン
」
が
あ
る
か
ど
う
か
.
論
点
は常

に
「客観
主
義
」
(実
践
的
主
体
"人
間

の
ぬ
け
お
ち
た
)
で
あ
る
と
か
「現
状

の

分
析
ぬ
き
で
あ
る
」
と
い
っ
た
、問
題

への
係
わ
り
方
馬
そ
の
姿
勢
が
間題
と

さ
れ
る
.
従
っ
て
議
論
す
れ
ぱ
それ
だ

け
対
立
が
深
ま
る
こ
と
に
な
る
.今
度

の
大
会
も
こ
の
方
向
で
は
一歩
進
ん
だ

と
言
え
る
だ
ろ
う
.
こ
れ
を
徹
鷹さ
せ

轟
馨
曝
魏

同
の
験
理
が
、
人
間
対
人
間
、
燗人
対

個
人
の
説
得
の
論
理
で
し
か
な
い
こと

が
明
ら
か
に
さ
れ
る
だ
ろ
う
.
これ
は

[決
し
て
大
衆
運
動
の
論
理
で
は
な
い.

こ
の意
味
で
今
大
会
で
環
大
技
問
研
が

論
争
に
際
し
て
「理
論
化
」
を
強
願
し

た
こと
は
意
味
が
あ
る
と
鴬
わ
ね
ば
な

ら
な
い.
(矢
・岡
)

週
◆
間
◆
暦

迅
日
(金
)日
本
寛
矢会
奨
学
金
交
付

一月
分
未収
者
の
み
、
厚
生
課
学
資
掛

20
日
(日
)日
本
育
英
会
奨
学
生
、
身

上
報
告
、
生活
状
況
報
告
西
提
出
締

切
、
厚
生
線
学
資
掛

大
掌
賞
埋制
度
改
定
法
案
の
提
出
が
す
で
に
時
聞
の
問
題
と
な
うて
い
る
現
在
、
昨
年
六
月
来
数度
の全
閏
統

一行
助
で
こ
れ
に対
し
て
き
た
学
生
運
助
の
現
状
は
ど
う
な
の
か。
闘
争
の
中
か
ら
掌
生
運
勤
の
統
一を
ー
と
い

う
の
は
確
か
に
耗
本
命題
で
あ
る
。
だ
が
、
昨
年
秋
の
十
脚
・
一、
十
一
・三
〇
の
闘
争
が
そ
の
よ
う
な力
向
を

見
せ
て
く
れ
た
と
は必
ら
ず
し
も
い
え
な
い
.
解
決
の
メ
ド
は
何
か.
何
度
か
上
京
、
遣
動
の
応
援
に当
って
き

た
新
開
純
也
同
学会
委
員
長
に
、
東
京
の
学
生
蝿
動
の
現
状
と
せ
の統
一
への
志
向
-
都
学
逗
大
会
の勤
き
を
探

,
て
も
ら
っ
た
。

(紹
集
部
)

◇
現

在

◇

曜
駅
の
学
生
週
動
を
殺
し
て
いる

「分
裂
」
は
実
に
目
をお
お
う
も
の
が

あ
り
ま
す
.
九
月
か
ら十
一月
ま
で
の

聞
、
京
都
か
ら
の
オ
ルグ
とし
て、
東

京
と
京
都
を
数
回
往復
し
た
わ
け
で
す

が
、
そ
の
た
び
に
、
両
者
の運
動
の
差

を
つ
く
づ
く
と
考
えさ
せ
ら
れ
ま
し

た
.
そ
し
て
「分
裂」
の内
に
ひそ
ん

で
い
る
安
保
以
降
の還
動
の問
題
を
さ

ま
ざ
ま
に
指
え
た
わけ
です
。

員
体
的
に
知
っ
ても
ら
う
た
め
に
、

ー
え
ば
、
11
・1
斗争
を
考
え
て
み
る

、
ま
ず
11
・1
と
いう
日
を
決
定
す

aの
に
マ
ル
同
「介学
逗
」
に
対
抗
し

咳
、
い
わ
ゆ
る
三
派連
合
(社
宇
岡
・

胃
同
・朽
h
改苧
)
が
集
ま
る
わ
け

」す
が
、
そ
の会
合
で
は
お
互
い
の
腹

さ
ぐ
り合
い
と不
侶
感
で
伏冠
に
双

を
嬰
し、
そ
れ
が
き
ま
った
と
田'う

次
に
は、
マル
同
の
10
・鍵
の
力
針

の
け
ん
か
です
。

こ
のよ
う
な
各
分
派
が
こ
と
こ
と
く

.中
し
てい
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な

運動
の伝
統
に
輝
く
媛
大
教
縫
学
部

欄榊榊榊

ー

暑…

ー

…̀

…

…
…

審…

"…

熱

な
の
で
す
が
、
学
生
大
衆
に
は
何
の関

係
も
な
い
11
・1
と
10
・31
の
一日
ち

が
い
の
方
劃
で
は
、
何
と
も
イヤ
け
が

さ
す
の
も
当
然
で
あ
り
、
嶺実
、
駒
場

寮
を
ま
わ
った
感
じ
で
は
、
不満
が
ウ

ツ
檀
し
、
や
が
て
、
ど
う
や
う
ても
他

方
が
な
い
と
い
う
無
力
感
さ
え充
満
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

そ
れ
に
、
藁
駅
の
遡
勤
の最
大
の
欠

点
は
、
ク
ラ
ス
討
義
を
瓢
ねる
こと
の

な
い
こ
と
で
す
。
一番
よ
く
やる
東
大

σ
で
さ
え
、
討
議
と
い
う
討
轟は
起
ら

ず
、
活
動
象
が
、
ア
ジ
る
だ
け
の
こと

が
多
い
わ
け
で
、
こ
れ
で
は、
ほん
と

に
教
室
の
底
を
ひ
っく
り
か
えす
よ
う

に
全
学
生
を
紬
集
す
る
こ
と
は不
司
龍

だ
と
も
思
い
ま
す
。

東
大
教
懐
に
典
型
剛
に
(
りれ
0、

執
行
部
ー
.凋
動
累
ーク
ン
ス闘
争
委
員

と
い
う
た
体
制
は
で
き
て
いず
、
週
動

の
初
め
も
、
各派
が
ま兀人
つ
つ祥
ど
動

い
て
お
り
、
終
り
に
もや
は
り
ふ
え
て

い
な
い
と
い
う
お
か
し
な状
況
で
す
。

ほ
ん
と
な
り
当
然
薄
動
の迄
展
と
久
に

㌻
く
の
拙
勤
杖
が生
き生
き
と
動
き
、

スト
の
.一、
二
日
訓
に
なれ
ば
一穐
異

常
な
熱
っぽ
い
ふ
ん
い
気
が
盤内
に
翫

れ
て
い
る
こ
と
が
感
し
ら
れ
る
も
の
で

す
が
、
ど
う
も
前
日
ま
で
、
ど
う
な
る

の
か
わ
か
ら
ぬ
と
い
う
の
が
萸
限
で

す
。

と
う
て
い不
可
能
で
あ
り
組
織
の
堕
溶

を
生
み
だ
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。◇

過

去

◇

し
かし
、
僕
は
、
こ
の
よ
う
な
閑
京

の
運
動
の状
況
を
見
て
、
だ
か
ら
京
都

の運
動
がす
ぐ
れ
て
い
る
と
伯
ち
に
は

い
え
ま
せ
ん。

や
は
り
、
安
保
斗
箏
の
敗
北
の
深
い

傷
あ
と
が、
こ
の
東
承
の
運
動
に
き
ざ

み
つけ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
の現
春
の
曜
駅
の
運
動
の
に
な
い

も
分離
し
た
所
か
ら
、
現
費の
運
動
は

に
なわ
れ
て
い
ま
す

こ
の
こと
は
、
京
都
の
運
動
と
対
比
す

る
時く
っき
り
と
し
て
い
ま
す
.
安
保

斗争
を
戦
った
現
在
の
四
回
生
グ
ル
ー

プ
が、
以
然
と
し
て
運
動
の
中
核
を
形

成
し
、彼
等
が教
養
の
い
わ
ゆ
る
「安

後
派
」
と結
び
つい
て
い
る
の
で
す
か

ら
.安保

斗
勲
で
榴
力
の
集
中
砲
火
を
あ

び
つ
つ
斗争
を耐
え抜
き
運
勤
の
終
偲

と
《
に
敗
選し
た
翼京
と
、
結
局
は
、

温
堅
そ
だち
で終
った
泉
都
と
の
運
蜘

て
も
11
・30
東
大
銀
杏
並
木
集
会
に
四

千
の
学
友を
集
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
方

向

◇

こ
れ
は
、
安保
闘
箏
以
降
ま
った
く
久

し
ぶ
り
の
大
衆闘
争
と
いわ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
闘争
の中
で

第
一に、
マ
ル
同
「全学
連
」
の
大

衆
的
駆
盤
が
虐70全
に
喪
失
し、
ほ
ぼ、

彼
等
だ
け
で
は
運
動
を
進
ませ
得
な
い

限
界
に
い
た
っ
て
い
る
。
そ
の結
果
、

彼
等
内
部
に
、
分
裂
が
生
し
て
ほ
ぼ、

マ
ル
回
の
政
荷
王
命
は
終
っ
た
と
い
っ

縫
確
再
建
都
学
連
大
会
が
カ
ギ

ビ
ソは
、
臼
沿
会
が
ま
く
の
で
は
な

く
、
各
派
が
勝
手
に
ま
く
わ
け
で
す
か

ら
自
治
会
の
も
と
に
字
生
が
結
集す
.っ

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
各
セ
ク
ト
の
ビ
ン
は、
竹
に

剛定
の
活
動
尿
組
織
の
発行
によ
る間

題
の
よ
り
本
質
的
な
把握
では
なく
、

別
に
目
治
会
と
し
て
ま
け
ば串
たり
る

こ
と
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
か
ら
、自
治

会
に
と
う
て
有
冨
で
あ
る
だけ
で
は
な

く
、
マ
ル
同
な
ど
の
活
動
家組
織
の水

準
低
下
を
き
た
し
、
n'体
的渾
動
に即

し
て
問
顯
を
決
め
る
と
い
っ
た
こ
とは

権
力
の
プ
ラ

ン
は
急

ピ
ッ
チ

手
マル
同
は
、
以
然
と
し
て
、
北
小
路

清
水
、
根
本
と
い
った
安
保
団
体
が
中

心
を
なし
て
お
り
例
外
で
す
が
、
他
の

各
分
派
で
中
心
に
な
って
い
る
の
は
、

安
保
斗
争
を
「大
衆
と
し
て
獲
っ
た
超

中
な
の
で
す
。
つ
ま
り
、
安
保
斗
争
の

中
で
花
や
か
に
活
躍
し
た
多
く
の
「前

衛
」
た
ち
は
、
も
は
や
、
大
学
院
等
々

へと
も
ぐ
り
こ
み
、
む
し
ろ
意
識
的
に

凋
動
と
の
関
係
を
さ
け
て
い
る
よ
で

す
.
こ
の
よ
う
な
安
保
世
代
と
完
全
に

断
絶
し
、
経
験
的
に
も
、
又
い
わ
ゆ
る

ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
の
理
論
内
答
に
つ
い
て

の
芳異
が明
碓
に
現
わ
れ
て
い
る
わ
け

で
京
都
の還
動
の
真
樋
は
、
む
し
ろ
擢

力
の集
中
攻撃
を
あ
ぴ
つ
つ
あ
る
大
学

閉
鎖
ー鼠
験
ボ
イ
コ
ソト
と
い
う
全
国

に
突出
し
た
斗
争
の
中
で
初
め
て
た
め

され
る
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

と
も
あ
れ
大
冒
法
斗
争
の
進
展
は
、

東京
の
運
動
に
も
大
き
な
影
噌
を
与
え

新
し
い動
き
を
生
み
だ
し
、
運
効
紙
一

の方
向
を
徹
々
に
生
み
だ
し
て
い
ま

す
。藁

限で
の
大
管
法
團
噴
も
11
・1
闘

争
11
・30
闘
軸
と
進
み
、
動
員
に
お
い

て
よ
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
運
動
の大
衆

化
レ
た
段
階
で
は
、
運
動
の中
で
の大

衆
と
の
か
か
わ
り
合
い
の中
に党
派
性

を
見
出
す
の
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る

「反
帝
・反
スタ
」
と
い
う鋲
内
容
な

ス
ロ
ー
ガン
に
こ
だ
わ
る時
、
彼
篭
の

分
解
は
必然
であ
っ
た
ので
す
。
運
動

の
昂
揚
が凝
縮
し
て
展開
さ
れ
る
六
十

三
h
は
彼等
にと
っ
ては
た
だ
死
を
袖

つ
の
み
であ
り
ま
し
ょう
.

第
二
に、
に
も
かか
わ
ら
ず
、
い
わ

ゆ
る
三派
は
、
ど
の派
と
て
も
沃
定
的

に優
利
な地
歩
を
き
ず
い
た
わ
け
で
は

翻
羅
=
器
一…
…
羽
調一一ヨ
羅
認
認≡
一一認
調
一認≡
:箋
認
謡霧
琵
}轟
將
器器
認
羅
器
調器
一}諺

な
ぐ
、
ま
起
ド
ンダ
リ
ど
う
し
で
あ
る

こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、分
裂
を
克
服
す
る
だ

け
の
内
冨
を
各
分派
も
有
し
得
て
い
な

い
所
に
大
き
な
問題
があ
りま
す
.

あ
り
(そ
れ
は
そ
れと
し
て
別
に
か
ま

わ
な
い
が
)
具
体的
な遣
動
の
内
容
に

お
い
て
競
う
の
では
な
いの
で
す
.
問

題
は
「反
帝
、反
スタ
」
に
し
ろ
、
「

樗
造
改
革
」
に
し
ろ
「宇
野
経
済
学
」

例
え
は
、
マ
ル
同
と
対極
を
なす
べき

牝
字
同
に
し
て
も
(京
都社
字同
と
率

概
に
い
っ
て
ま
だ
若
†
の
走
があ
る
)

一方
で
、
ブ
ン
ト
か
ら受
け
つ
いだ
、

宇
野
経
済
学
に
よ
っ
て
現
代資
本主
義

論
を
梼
築
し
な
け
れ
ぱ
と
い
う発
想
が

11。1統一行動東大集会から(東 大新聞社提供)

 

に
し
ろ
、
そ
れ
を
さ
け
ぷ
のは
そ
の人

の
勝
手
だ
が
、
少
な
く
と
も貝
体
的
な

現
実
の
運
動
と
の
か
か
わ
り合
いと
い

う
一点
に
M
却
し
て
自
已
の
立場
を明

ら
かに
す
る
の
で
な
け
れ
ぱ
無
意
昧
で

あ
りま
し
ょう
.

東
京
の
運
動
が
統
一の
力向
を
示
し

事
笑
十
三
、
十
四
日
と
再
建
都学
運
大

会
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
いる
が

こ
れ
が
、
単
な
る
三
派
連
含
か
ら脱
却

す
る
た
め
に
は
運
助
に
答
え
る
方針
の

優
位
性
を
互
い
に
き
そ
う
も
の
で
なけ

れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
.

た
だ
、
一方
で
は
、
い
わ
ば
大
凸壮

籍
の
革
命
鍮
争
、
他
方
で
は
、
き
わめ

て
歪
小
化
さ
れ
た
、
デ
モ
の
コ
ース
を

ど
こ
に
す
る
と
か
統
肖行
動
日
を
脚日

オ
フす
と
い
った
所
で
有
利
な
地位
を

確
保
し
よ
う
と
す
る
競
争
と
融
別し
て

現
実
と
の
対
応
に
お
い
て
、
そ
の内
容

と
発
展
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
たも
の

が
運
動
の
主
導
権
を
確
保
し
な
けれ
は

な
ら
な
い
し
ま
た
す
る
で
あ
り
まし
よ

う
.十

三
、
四
日
の
都
学
連
大
会
が、
大

胃
法
闘
争
の
最
終
段
階
に
お
い
て、
そ

し
て
、
同
時
に
、
小
選
挙
区
制
上
瞭法

改
悪
へと
い
た
る
転
換
期
の
き
わめ
て

凝
縮
さ
れ
た
反
動
化
の
才
フ
ン
がせ
ま

りて
い
る
六
十
三
年
初
頭
に
開
かれ

る
こ
と
は
大
き
な
意
昧
を
持
つ
も
ので

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
って
全
学
連統
一

間
題
を
現
実
の
も
の
と
し
て
考
え
られ

る
藻
礎
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ます
。

(京
大
文
掌
部
四
回
生
・同
学
会
委
員

長
)

新
開

純
也

飛躍 する渡 業界 のホープ

　　
徳 山市大字徳山八三五五番地
策京。大阪 ・福岡 ・名古屋・広島

本 社
支虐 ・営業所

 

達
翻
曹

学靴
山

その他

徳
く石舳化撃にも進畠4

蕪帯鴛斜ζ弍會寄髭
資 本 金
神戸本店1
大阪支社

東京支社

支 店

12億 円
神戸市生田区伊糠町1翼9
大阪市東区南久太郎町4の25

(大和ビル)
累京都千代田区丸の内1の6

(海上ビル新館)
名占屋!渉し幌!福 暉唖

海外支店
ニユーヨーク・サンパウロ・ブエノスアイレス
シ ドニー・メルボルン●クライストチャーチ
ロンドン・ハンブルグ・マニラ・ホンコン
台北・その他各重要都市に25店

 

一
橋

大

軍

挿

F
人
-
兼
松
遥
念
館

ン
ド
ニ
ー
病
配

蒙

松

記

念

講

堂

〔鮮
術
鮮
冨
研
究
所
}

兼
松
癩
理

㌔
研
究
趣

●
蒙
松
記
念
事
業

"第二の黒船盟といわれる自由化も軌

道にのり、外国商品との競争も一段 と

激しくなってきました。こうした中に

あって、秋極的に内外の販売網拡充に

努め、臼木経済発展の荷い手として、

貿易撮典に貢献するのが、総合商社兼

松です。取σ扱い商品も、多様化 ・高

度化 し、重化学品 ・食糧 ・繊維から寛

子機械に迄およんでいます。国内17・

海外38の営業網をフルに活用し、日本
と世界を結ぶ大きな鎖となっています

一「一

一

繰
体
力
増
強

神

経
痛

筋
肉

痛労

 

、

ミリ錠 ●6ぴ遡 讐'★ 無臭性アηナミンF

 

●タミン ★アリナミン ●5ミ疹
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